
  

 

 

 

 （        

 

1 はじめに 

 は 2023年 6 する があり、10数年 りに忠類ナウマン象記念館の展示見

をさ ていただいた。忠類のナウマンゾウ 含層から した 化石（以 「忠類

化石」）6点が展示されていたが、 自 もこの間 ルアッ をしたこともあって、これ

らのうちいくつかは までの特定が可能のような気がした。2024年 4 に同館 い わ

をしたところ は 、標本を いただけることになった。 

その後も は し、記念館において 2024年 10 26 に「 の 化石」

という 目で一 けにお しをさ ていただく びとなった。ち うど発掘調査 間に

わ ていただき、 も できるということで にはかけが のない となった。 

以 では の 内容について記す。 

 

の と の 化石 

地 は 46 年の があり、そのうち が れたのは約 4 年前（古 ン ）

ごろと われている。このころの は 6本 ながらも のない姿であったが、約 1 年が

した 3 年前ごろ（同石 ）までには を 化さ 、 能 を たと られてい

る。 の地 で する とい 類や 類の リがいるが、これらはい れ

も 以 （約 前）に 化してきた 物であり、 はこれらより約 2 年も

先に していた。あら る 物が 存 を繰り げる地上に し、 は という

を できたため（ 説あり）、 70 の 大な が実在したことが化石で

られている。 

で最も古い 化石は 口 のもので、約 2 年前の ブリなどが してい

る。 の最も古い 化石は 町の新 （数 万年前）のカ ム な 

どが られている（図 ）。い れも い が しているので で、 に

するものが見つかることは無いと られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1. の

の化石   
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�Ý後�)新
に��る�1?の(;化石 

�ºは�に後�j新�という�,の\�化石を調�ている。約 13 万年前から約 1万年前

と�分化が起こるには�めて�くかつ新しい�間¡で、上記とは£に、§出する\�では今

もどこかで見られるもの�かりである。気3のC]にIして�にはMJ°XによってITし

ていると«�られている。つまり、気�が"がれ��]なM.、気�が上がれ�.kなJ

.、と°Xすることによって、それ
れの¦した気3qでの¦Uを可能にしている。 

 

（1）忠類\�化石 

 忠類のナウマンゾウ2含層から\

�化石が§出していたことは�られ

ていたが、dRな報告�はなく、g

Ñ(1988)によるpT発表が=一のも

のである。1970 年のナウマンゾウ発

掘z�に同�§出した\� 4{ 11�

を記Ôしている（表Ý）。�とんどが

¨在のKI地方のO地で見られるも

の�かりだが、このPに本G以Mに

分Iする��ルリハム�（図 2）が記

Ôされている点が特�される。b物

でもÎMに分IがÖられるブナや� 

(ノ%があったことが�られている 

（vÒ, 1972）。 

 これらのÎMや本Gに分Iする\�やb物が忠類で見つかっている点について、z�の気

�が¨,よりやや高かったとするÅ©があるが、�ºは�なった見Åを]っている。すなわ

図 �. オオA@$.6。̈ iでは�$��にD%�

るが忠類にて化石で Cしている。  

 

< 1. 忠類(;化石のう�6�で�pされた�の 

科 和名 学名
オサムシ科 アカガネオサムシ Carabus glanulatus 

オサムシ科 クマガイクロアオゴミムシ Chlaenius gebleri

ゲンゴロウ科 キベリクロヒメゲンゴロウ Ilybius apicalis 

ゲンゴロウ科 ゲンゴロウ Cybister japonicus 

ガムシ科 ヒメセマルガムシ Coelostoma orbicuLare  

ガムシ科 ガムシ Hydrophilus acuminatus 

ガムシ科 エゾコガムシ Hydrochara libera 

ハムシ科 アシボソネクイハムシ Donacia gracillipes

ハムシ科 ヒラタネクイハムシ D. hiurai 

ハムシ科 キヌツヤミズクサハムシ Plateumaris sericea 

ハムシ科 オオルリハムシ Chrysolina virgata 

江郷(1988)より
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ち、これらは1らかの�@的¥tがあって忠類に「達しなかった」のではなく「4にまだ達

してない」というものである。今もブナや�(ノ%は"っくりと歩�をJ.Ìめ、また��

ルリハム�は偶発的にj¢�Dに�れるsTをPて同�く"っくりと歩�をJ.Ìめ（本�

は³�能0なし）、ており、¤くともe新�の終�する数万年後までには*び、KIのÒk

に姿を見	るのではないだろうか。 

 Ù_内町のブナのJÖ地ではブナがJ上していることはÄgできていないという（�º, 

2008）。しかし¾,{pのeQというのはe�以Éの 200 年±yしかなく、10 数万年周�の

f� 間f��イ=ルを¥Åするには�めて�い。年,を物2に·きg�て1�れ�、10 数

万)の品物を�いたいとxいながらも�Iには 200)しかない状{とい�るかもしれない。 

 

（2）最終f� 

忠類ナウマンゾウ2含層のような�]�の後、¨,までの間には約 7万年前から 1万年前

までのC.�、すなわち最終f�があった。�水�が"がり、J�Îは�ハリンを¤tして

大¬と¥がり、X物では*�ジカ、b物では
イマ�など、J�ÎよりJに¨在では見られ

るXb物がM"していたことが�られていたが、\�については�とんど調査がされていな

かった。 

�ºがÎJのrM町で調�たところ、�ッ�ハン�

�ウ ド%（図 3）などJ� 	0 y以Jに¨在は分I

するもの、また�イ��マF'ン(ロウ、�ウ�ナ$

&ン(ロウなど大雪kや�Yk地の高kqに分Iする

ものが見つかり、同�にC.な気3があったことが示

された。 

 

4Ý8y{�に��る�1?の(;化石 

最終f�が終pし、気�が¨在と同��らいにVる

と、J�Îでは�d�,が始まった。見つかっている

�は概�今のJ�Îと同�であるが、特�1として¨

在は本G以Mに分Iするアカ�ジ%ンカFム�という

ª¶な�が見つかっている。発見は 2か所（�F市�

内 6 �目+¾¨跡
�d[��Þ八lら, 1990および

h樽市S路d場¨跡 
�d後��Þ;], 1989）にわ

たり、このことはJ�Îでの発見が4なる偶然やア=

��ンAによる¡れ込�などではないことをyXす

る。見つかった¥tとしては、¨在よりはやや気�が

高い�,もあったため、本Gとの rのなかで/がア 

=��リーとして]ち込んだ、などのÅ©が可能かも 

しれないが、とにかく大A���リア�な発見1であ 

るとい�る。 

図 �. ラ�)$ン-0ウ�!�。

�7 5��* ��hのM�.S�に

�'�るが*¸0�のS#�*化

石で見���た��������� ���
��  



5Ý��1?の;�0��に�pし)う

�ゾマ�がJ�Îのl、ハマナ�がJ�

Îの�、タン@�ウがJ�Îの´、である

というが、J�Îの�については制定され

ていない。果たしてどれが!さわしいだろ

うかと（制定される�定がないものの）I

~に«�て�た。�Ý3´としては�ゾ�

ロ@�ウ（図 4）ではないかと«�てい

る。�本]内ではJ�Î以外に分Iしない

上、BAの出¨�にはあちこちでgÎに見

られる@�ウである。

�Aにµく��もÊ¾な存在で、3´と

なりうる。KI地方には�ゾ)�のなかま

は 2�（�ゾ)�、>�ゾ)�）いる。姿

が見�れ�大きさやc�から区Cできる

が、高いrでµいているとそういうわけに

はいかない。ただÐには確かな¥いがあ

り、実×のÔÐを�なさんにお­きいただ

きながら説eした（図 	）。これらをd確に

­き分けられるようなる方が?�ることを

�uしている。

図 4. 4961:0ウ。�$��にいないFに

?Vでは� に[い。��1?の;��=ナン

%D�ン。

図 5. 49
-�左�と	49
-�a�。

← ←

翅に模様が多い
翅に模様が少ない



 �� 


Ý\�>Dナウマン9ウ�d#�*�(;.6の化石が",見��るE 

 上Ëのように、��ルリハム�やブナなどÎMや本Gに分IするXb物が忠類で化石とし

て見つかっており、�ºはこれらが気3など�@^0にTわないから¨在分Iしないのでは

なく、4に「まだ7来してない」のではないかという«�を上にË�た。 

 Ê¾な外来\�のPで、すでにJ�Îでの気3¦Tが�eされているものがある。カブA

ム�である。今のJ�Îでのtい分I状iをª�ると（図 6）、カブAム�は4にj¢�D

という物¥的な­@を��られなかっただけであって、ブナなどと同�にカブAム�も最終

間f�にKIにいた可能性があるのではないかと«�ている。hさな�の破片は見つけるの

も>°であるが、もしあの強くw化したカブAム�の角が埋まっていたら、見つけるのも同

定するのも容rいとxわれる。カブAム�はJ�Îでは]内外来�という[いになっている

が、もし実×に最終間f�にカブAム�がいたことが化石発掘で�eできたなら、カブAム

�はJ�Îに「28」してきたのではなく、約 12 万年�りにJ�Îに「Jってきた」とい

うÅ©になるのだろうか。 

 

 

ÃÉ 

Âmや発掘調査OGのsTをいただいた忠類ナウマン象記念館の¢©®.p¿b�かsC

町の×$の�なさんにQx�し上げる。gÑ¯rさん（大«L�l市）には忠類\�化石の

o調査分について�しくご�示いただいた。 

図 
. �(;.6�/8�。�1*��@のラ�;にC,。��1� 年 
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